
後期のレポート提出最終締切日は、1月7日（金）です！！ 

 

学校通信 

学校生活における大切なお知らせです 
 

2010年 12月 20日発行 第 92号 (毎月１回発行) 

  
 

 
 
●教務からのお知らせ                             

 
●事務室からのお知らせ 

 
●保健室・カウンセリングスペースからのお知らせ                       

 
●生徒支援からのお知らせ                                   

 
●進路支援からのお知らせ                     

 
●しごと悩み相談室からのお知らせ                                              

 

●今月の聖句 

 

<同封物> 

●特別活動のお知らせ（緑）＜全員＞ 

●進路ニュース（青）＜3年次＞ 

●進学教育センターだより（桃）＜全員＞ 

●劇団四季のご案内（カラー）＜全員＞ 

 

 

 

 

 

 
 

 

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

｢学校通信｣はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧できます。 
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今月のメッセージ 

 
――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に3年以上在学すること。 

② 74単位以上修得すること。 

③ 必要な教科・科目(必修科目)を履修すること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を3単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に30時間以上参加すること。 

                                     (『2010年度版  学務の手引き』より抜粋) 

 

 

 

 

 

12月も中頃になると寒さが増して、夜空も透き通るような寒気で包まれますね。今年は 

ふたご座流星群が多く見られる年ですが、みなさんは夜空に流れ星を見ることができたで 

しょうか。見ることができた人は、天からの思わぬプレゼントでしたね。 

また、12/11(土)に天王寺駅前で小雨降るなか街頭募金を行い、こちらは道行く人の 

暖かい気持ちをプレゼントとして受け取ることができました。 

  さて、12月のプレゼントと言えば、一つ大切なことがあります。そうです。クリスマス 

 ですね。この学校通信がみなさんの手元に届く頃は、クリスマス・イブの直前でしょうか？ 

クリスマスはイエス・キリストの誕生日であり、神様が私たちにイエス・キリストをプレ 

ゼントしてくださった日でもあります。そして、この日をお祝いしてみんながプレゼント 

を贈りあい、お互いにイエス・キリストの生誕をお祝いするのです。 

プレゼントは物とは限りません。感謝の気持ちを持つ、優しい気持ちを持つ、親切な心 

 を持つなど、こころの中に抱く気持ちでもよいと思います。誰かに対してではなくても、 

このような気持ちを自分の中に育むだけでも、自分と周りの人たちへのすばらしいプレゼ 

ントになると思います。 

  12月も残すところわずかですが、新しい年に希望を抱き、自分なりのプレゼントを考え 

てみてはどうでしょう。 

 

 

 

「愛
あい

は、 

すべてを完成
かんせい

させるきずなです」 
コロサイの信徒への手紙3章14節（新共同訳） 

2010年6月～2011年5月 
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日 曜 行事予定など 

 12 月   
12/20 月 ｢総合的な学習の時間Ｂ｣受講希望講座テーマ提出締切日 
12/21 火 後期「学習アシスト･ルーム」最終日 
12/22 水 後期通常スクーリング最終日、PCﾙｰﾑ開放（15時～17時） 
12/23 水 冬期休暇開始（～1/5）（天皇誕生日） 

2011年   1 月   
1/1 土  
2 日  
3 月  
4 火  
5 水 冬期休暇終了 
6 木 講座「体育ｂ」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ日、集中講座「産業社会と人間 集中」「現代に生きるｷﾘｽﾄ教3」 

7 金 
後期レポート提出最終締切日（事務室17時まで。当日郵便消印有効）、 
PCﾙｰﾑ開放（15時～17時） 

8 土  

9 日  

10 月 （成人の日） 
11 火 集中講座「産業社会と人間 集中」「現代に生きるｷﾘｽﾄ教3」 

12 水 
講座「総合的な学習の時間Ｂ」受講講座テーマ決定通知＆講座要項他送付予定 
集中講座「情報Ａ基礎7」「体育ｃ6」（～1/19） 

13 木  
14 金  
15 土 大学入試センター試験 
16 日 大学入試センター試験 
17 月 大学入試センター試験自己採点報告(13時～15時)、『しごと悩み相談室』（10時～13時） 
18 火 集中講座「産業社会と人間 集中」 
19 水  
20 木 〔学校通信〕・〔単位認定テスト出題範囲の案内〕発送予定 
21 金 大学入試センター試験分析ガイダンス（11：30～12：30） 

22 土  

23 日  

24 月 
後期〔学習状況報告（最終）〕、〔単位認定テスト受験資格確認表〕、〔レポート記述・解答例集〕 
〔｢筆記式｣テスト時間割〕発送予定 
1月集中講座レポート提出最終締切日（17時事務室必着のみ） 

25 火  
26 水 単位認定｢課題式｣テスト発送予定 
27 木 「総合的な学習の時間Ｂ」（～2/1） 
28 金  
29 土 特別活動：街美化ボランティア（予定） 
30 日  
31 月  

  2 月   
2/7 月 単位認定｢筆記式｣テスト 
2/8 火 単位認定｢筆記式｣テスト 
2/9 水 単位認定｢筆記式｣テスト 
2/14 月 単位認定｢筆記式｣テスト、単位認定｢課題式｣テスト提出締切日 
2/15 火 単位認定｢筆記式｣テストの追テスト日  

2/21 月 〔学校通信〕発送予定 

2/23 水 単位認定｢筆記式｣テストの再テスト日（または｢再テスト代替課題｣提出締切日） 

2/26 土 1・2年次生 保護者とともに進路を考える会 

 

スケジュール 

冬期休暇中は来校できません。 
レポートの学校提出はできません。 
12/23～1/5は学校休業日のため、 
電話での問合せにもお応えできません。 
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【冬期休暇】12月23日（木・祝）～1月5日（水） 

■冬期休暇中、みなさんは来校できず、事務取扱もいたしません。レポートの窓口提出も 

できませんのでご注意ください。（次項および[事務室からのお知らせ]（P.8）もご覧ください。） 

■冬期休暇中、レポートは学校事務室では窓口受付はできません（郵送のみ受付します）。 

レポートの提出期限が冬期休暇期間（12/23～1/5）に入っている場合は、郵便のみ受け付け、 

郵便の消印日が提出日となります。 

 

 

【後期レポートの最終締切日】 １月７日（金）17時（当日郵便消印有効） 

■レポートの最終締切には十分に注意してください。 

■後期レポートの最終締切日は１月７日（金）で、学校事務室では17時まで受け付けます。 

(１月集中講座は除く) 

■郵送は、１月７日付郵便消印まで有効ですが、１月７日（金）に郵便で送る場合は、必ず郵便局の窓口で 

送付するようにしてください。 

■ポストに投函
とうかん

しても、そのポストの収集時刻が過ぎている場合は当日消印が付きません。 

十分注意してください。 

■郵便以外の、宅配便・メール便などでの送付は受け付けられません。 

■レポートは、最終締切日以降は一切受け付けませんので、十分注意してください。 

■最終締切日に、レポートを白紙、または白紙同然で提出した場合は「不合格」となり、 

再提出はできません。 

■レポートやバーコードシールをなくしている場合は、再発行の申込みをしてください。 

 レポート再発行の申込み受付は、1月6日（木）17時までです。 

■最終締切日後に「再提出」評価で返却されたレポートも必ず確認し、再提出しましょう。 
提出期限は、レポート表紙に赤字で記された日時（1/19(水)17時必着）までです。 

学校の事務室必着（郵便消印ではありません）ですので注意してください。 
※レポート提出については、｢事務室からのお知らせ｣（P.8）もよく読んでください。 

 

【スクーリング】 

■後期の通常スクーリングは12月22日（水）までにすべて終了します。 
(「体育ｂ」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ（1/6）と1月集中講座は除く） 

■スクーリングは、各講座とも補講はありませんので、十分注意してください。 
※「体育ｂ」は1/6(木)の2限目～5限目に補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞを行います。 

※理科の一部、英語科の一部、芸術科の一部、家庭科の一部、宗教の各講座は、「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」が

あります。出席時数が不足する場合は、「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」の提出で出席を補ってください。 

（「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」は、ｸﾘｰﾑ色紙に印刷されﾚﾎﾟｰﾄ袋に入っています） 

※「補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ」「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」で補える数は、講座ごとに上限が決まっています。 
ご注意ください。 

教務からのお知らせ 
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重要！！ 



 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
■スクーリング出席の一部を「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」で補う場合は、バーコードシールをレポート 
用のシールと間違えないよう確認して貼って提出してください。 
■「代替課題」のシールは、講座名の前に●が付いており、講座ごとにレポート用のシールの後に 

印字されています。 

「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」の最終締切日も1月7日(金）です。 

 
【ＰＣルームの開放について】 

■以下の日時にＰＣルーム（3階307教室）を開放しますので、レポート作成に必要な場合は 
ご利用ください。 

12月22日（水）・1月7日（金）の15時～17時 

 

 

【「総合的な学習の時間」登録者へ】 

■校外施設見学の「阿倍野防災センター」「ＡＴＣに行こう」「大阪くらしの今昔館」 

「国立民族学博物館」を登録している人は、1月7日（金）のレポート最終締切日に間に合うよう、

年末年始の休館日のある場合を考慮し、早目に見学に行きレポートを提出してください。 

■「総合的な学習の時間Ｂ」は2011年1月27日（木）～2月1日（火）の期間に実施します。 

（土日は除く） 

■「総合的な学習の時間Ｂ」の登録者には、12/5に講座テーマの案内と申込書をお送りしています。 

受講希望講座テーマの｢申込書｣を提出していない人は、講座テーマを確認の上、至急提出して 

ください。 

■受講希望講座テーマを提出した人には、受講講座テーマ決定通知と講座要項、事前レポートを 
1月12日（水）頃に郵送いたします。（担当：池本・後藤・石橋・小平） 

  
【高認および「学校外の学修」の単位認定申請】 
■高認(高等学校卒業程度認定試験)や、英検や漢検などの「学校外の学修」に対する単位認定を希望
する人で、2011年3月卒業予定者は、1月 14日（金）までに、担任を通して申請書（証明書など

添付のこと）を提出してください。 

 ■3月卒業予定でない場合は、2月14日（月）までの申請分を今年度後期分として受け付けます。 
(いずれも単位認定料が必要です。) 

 

【｢調査書｣｢推薦書｣の発行について】 
■大学・短大・専門学校等に出願する際には、高校が発行する｢調査書｣が必要になります。｢調査書｣

が必要な人は、各学校の出願に必要な書類および出願期間を確認し、受験予定校の願書・募集要項

を持参の上、担任を通して早めに申し込んでください。（申込みから発行まで１週間かかります） 

■｢推薦書｣が必要な場合は、作成に時間がかかる場合でもありますので、早めに担任まで申し込んで

ください。（申込みから発行まで１週間かかります） 
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【単位認定テストについて】 
■単位認定テストは、すべての講座で実施します。(｢総合的な学習の時間｣は除く) 
単位認定テストを受験し合格することで、単位を認定します。 

 
●テスト受験資格 
 各講座で決められている、スクーリング出席必要時数、レポート合格必要数の両方をクリアすること 
で、その講座のテスト受験資格が認められます。 
 スクーリングまたはレポートの必要数を満たしていない場合は、受験資格はありません。 
 各講座のテスト受験資格は、個人別の「単位認定テスト受験資格確認表」でお知らせいたします。 
（1/24（月）に送付予定） 

 
●テストの出題範囲 
 テストは、ほとんどの講座でレポート内容から出題されます。 
返却されたレポートは手元に置いて、よく復習をしておいてください。 
各講座の「出題範囲一覧」と「レポート解答例」は、1/24（月）に送付する予定です。 

 
●テスト実施方法 
単位認定テストには、筆記式テスト、課題式テスト、実技式テストの3つの方法があります。 
各講座は、この3つの方法のいずれかで、単位認定テストを実施します。 
各講座のテスト実施方法は、次ページの一覧表で確認してください。 

 
◎筆記式テスト 
後期の「筆記式テスト」実施日は、2月7日（月）8日（火）9日（木）14日（月）です。 
いまからスケジュールを調整しておいてください。 
「筆記式テスト」は、通常のスクーリングの時間割とは違う時間割で実施します。 
「筆記式テスト」の時間割は、1月24日(月)に送付する予定です。 

 
◎課題式テスト 
「課題式テスト」実施講座の受験資格を認められた人に、課題式テストを送付します。 
みなさんは、自宅で「課題式テスト」に取り組み、締切日までに提出してください。 
「課題式テスト」は、受験資格のある人に1月26日（水）頃送付する予定です。 
「課題式テスト」の提出締切は、2月14日（月）17時(当日消印有効)です。 
締切日までに提出されなかった場合は、単位の修得はできません。 

 
◎実技式テスト 
スクーリング時にすでに実施しています。くわしくは担当教員に確認してください。 

重要！！ 
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【2011年3月卒業予定者へ】 

■今年度後期に卒業が見込まれる人には、「卒業意思確認書」をお送りし、担任宛に提出して 
いただくよう案内しています。 
まだ提出していない人は、至急提出するようにしてください。 
■高校の卒業要件には、必修科目の履修、74単位以上の修得および 30時間以上の特別活動 
参加などがあります。 
これらの１つでも欠けると、すでに就職内定や大学合格していても卒業は認められません。 
■登録している講座のレポートは、確実に最終締切日（1月7日）までに提出し、合格を得て 
ください。 
■特別活動の参加時間数が不足している人は、2月中旬までに積み上げの努力をしてください。 
（下項参照） 
■万一、卒業要件に必要な必修講座が履修不認定となったり、修得単位数が不足になった場合は、 
「卒業意思確認書」を提出済みの方にかぎり、その講座や単位数により｢卒業認定の特例｣を適用 
できる場合があります。（『2010年度版学務の手引き』P.12参照） 
■最後まで自助努力を欠かさず、全力を尽くしてください。 
■卒業要件等について不明な場合は、担任までお問合せください。 

 
【特別活動について】 
■本校の卒業要件の一つとして、30時間以上の特別活動への参加が必要です。 

『2010年度版学務の手引き』（P.12～P.14）で、特別活動についてもう一度確認してください。 

■個人別の特別活動の参加時間数については、12/16の｢学習状況報告｣送付時にお知らせして 

いますのでご確認ください。 

■大学・短大・専門学校のオープンキャンパスに参加し、「参加報告書」を提出して認められれば 

特別活動として認定されます。（「参加証」など参加を証明するものが必要です） 

「参加報告書」は職員室窓口にあります。          （1校につき2時間の認定） 

■学校が指定する芸術鑑賞（映画鑑賞[映画館]、ビデオ鑑賞[自宅]、展覧会[美術館・博物館]）をし、

「申請書」を提出して認められれば特別活動として認定されます。 

「申請書」は、職員室窓口にあります。           （1回につき2時間の認定） 

■学校指定の芸術鑑賞等については、12月・1月・2月号の｢学校通信｣でご案内します。 

しっかり目を通して、休みの間にぜひ活用してください。 

 
 
1月29日（土）（予定） 16時から約1時間（雨天決行） 

 

作業のできる軽装で、10分前に１階ロビーに集まってください。その際、警察への届け用紙と 
学校の参加カードの両方に記名してもらいます。 
（特別活動１時間。遅刻や途中で帰ったときは認定されません。） 

 

街美化ボランティア 
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【冬期休暇に伴う事務取扱について】 
■冬期休暇に伴い、事務取扱期間については下記のとおりといたします。 

遠隔地への旅行などに必要な学割の申請および通学回数券割引証の申請については、12月20日(月)

までに申請のあった分については12月22日(水)までに発行できます。 

即日発行はできませんのであらかじめ申し込んでください。 

なお、レポートの学校への直接提出についても下記のとおりといたします。 

冬期休暇中にレポートを提出する場合は郵送で行ってください。  

年末 2010年12月22日(水)まで 冬期休暇に伴う

事務取扱期間 年始 2011年 1月6日(木)から 

※12月28日（火）～1月5日（水）までは学校休業日です。学校への電話連絡はできません。 
緊急で連絡がある場合のみ留守番電話を使用ください。その際学校からの連絡が必要な場合は、 
必ず連絡先を録音ください。（連絡できるのは翌日以降です。） 

 
 

【レポート等の再発行について】 
■レポート等配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。 

所定の用紙に必要事項を記入のうえ、事務室で再発行の手続きを行ってください。 

■レポート、バーコードシールの再発行は、下記の事項を正確に記入して申し込んでください。 

■レポートの再発行日は原則として次のスクーリング日（月・水・金）ですが、 

1月7日(金)レポート提出最終締切日のレポート再発行については、前日6日(木)17：00までの 

申込み受付となります。その際は翌7日（金）11：00以降に発行いたします。 

 

＊申込み時必要記入事項･･･①学籍番号･名前 ②講座名 ③レポート回数 

 

種   類 手数料 申 込 用 紙 

レポート(再発行)１枚 50円 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 1ｼｰﾄ 100円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1枚) 10円 

個人別時間割 100円 

通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100円 

「レポート等諸用紙発行願」 

 

【高等学校等就学支援金について（対象者のみ）】 
■後期の講座登録を行わない場合は、就学支援金はありませんが、対象月数が減ってしまいます。 

「休学」の手続きとともに支援金の「停止」手続きが必要ですので必ず手続きしてください。 

■加算申請については、提出があった月から支給対象とすることができます。 

しかし、学校が定める期限までに提出できなかったやむを得ない理由があると知事が認めた場合は、

例外的に支給開始月を遡及することができるとのことです。 

この場合は、やむを得ない理由を記載した「理由書（学校にあります）」の添付が必要です。 

該当する場合は事務室へお申し出ください。 

なお､今年度分の手続きについては､２月末までの受付となります。 

 

【2010年度後期学費の納入について】 
■後期の学費について、分割納入及び11月延納の手続きをされている場合は、今月の納入期限が 

12月24日（金）となっています。 

学校より送付しました「延納・分割納入についてのお知らせ」を確認のうえ、期日までに納入手続

きをしてください。 

事務室からのお知らせ 
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【受験に必要な証明書発行手続きについて】 

■受験に必要な証明書を必要とする場合は、「証明書発行願（受験用）」に記入して原則として下記の

①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記②(郵送申込)も受け付け

ますが、必ず電話で担任と確認のうえ行ってください。 

電話・ＦＡＸやメールでは申し込みできません。 

■証明書発行までに1週間を要するものもあります。下記の表を確認のうえ日数の余裕を持って手続

きしてください。 

 

①窓口申込 受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発行願（受験

用）」を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口へ手数料を添えて申し

込んでください。(生徒証明書の提示が必要) 

 

②郵送申込 『2010年度版 学務の手引き』巻末の「証明書発行願（受験用）」をコピーして

記入・押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封して郵送して

ください。（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。発行に日時を要しま

すので、余裕をもって申し込んでください。） 

※必ず事前に電話で担任と確認のうえ行ってください。 

 

通常 英文発行 
種  類 申込用紙 

手数料 発行日 手数料 発行日 
成績・単位修得(見込) 
証明書 300円 

調査書 
300円 

 
推薦書 

証明書発行願 
（受験用） 

500円 

 
受付から

1週間後 

1,000円 

受付から

1週間後 

 
証明書の枚数 郵送料(普通) 速達料金 

1～2通まで    80円 

3～5通まで 90円 

6～10通まで   140円 

 ＋270円 

  

 

【大阪府私立高等学校等授業料減免制度について】 

■大阪府では、大阪府等の私立高等学校に在籍する生徒の学資負担者(大阪府内在住)の方が経済不況

に伴って今年になってから家計が急変したために学費の納入が困難になった場合、生徒の修学を 

保障するために学校に対し補助金を交付(全額または半額)する制度があります。 

■対象となる要件は下記の①②いずれかが該当することとなっていますが、それ以外にも細かい条件

があります。申請を希望する場合は事務室へ確認のうえ申請書を請求ください。 

（対象となる要件）①経営状況の悪化に伴う会社の倒産・解雇により失職した場合 

②会社等の経営状況悪化に伴い収入が前年より著しく減少した場合 

■今年度の申請書提出締切は、1月11日（火）です。 

手 数 料 
発 行 日 

返信郵送料 
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＊インフルエンザと一般の風邪の違いについて 

一般の風邪･･･のどの痛みや腫れ、鼻水、鼻づまり、咳、たんなどが主な症状で、比較的軽症で回復

する（感染したウイルスの種類によっても異なる）。 
インフルエンザ･･･一般の風邪より、全身に強い症状が出るケースが多い。咳やたん、のどの痛み、

鼻水の他に、次のような症状が特徴。 

●３８～３９度の高熱            ●頭痛 

●倦怠感                  ●筋肉痛 

●関節痛                  ●悪寒 

 

 このような症状がある時は、病院で診察を受けましょう。 

※インフルエンザの感染または感染の疑いと診断され、スクーリングを欠席する必要がある場合は、 

学校（担任）へ連絡してください。 
 

【カウンセリングスペース】 

＊後期の開室は、12/22（水）までと2/7（月）、2/9（水）、2/14（月）（単位認定テスト期間中）です。 

＊開室時間と担当者 

  月曜日：石井邦也さん １３：３０ ～ １６：３０ 

  水曜日：浅野献一さん １３：３０ ～ １６：３０ 

  金曜日：道嶋公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 
 

カウンセリングスペースについてのお問い合わせ、ご予約は保健室（後藤）まで。保護者の方も 

ご利用できます。 

 

【お願い】 

保健室・カウンセリングスペースでの食事はご遠慮ください。 

 

 

 

 

 

保健室・カウンセリングスペースからの 

お知らせ 11 
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【不審者への注意】 
■まもなく冬休みに入ります。みなさんもいろいろなところへ出かける機会が増えると思います。 
楽しい思い出をたくさん作ってほしいと思いますが、一方で最近テレビで悲しい事件の報道が 
続いています。みなさんもいつどんなところで予期せぬ事件に巻き込まれるかわかりませんので、

十分注意してください。特に、携帯電話など個人情報の管理などは慎重に行ってください。 

【生徒の皆さんへ】 
■外出するときは・・・①どこへ②誰と③何時まで外出するかを保護者の人に必ず連絡しましょう。

それまでに帰れない場合はできるだけ早く保護者の人に連絡を入れましょう。 

【不審者に遭遇したら・トラブルに巻き込まれたら】 
■落ち着いて行動するように心がけましょう。まずはひと気のある建物・通りがあればそこへ移動 
しましょう。それができない場合は、はっきりとわからなくても、できるだけ早く１１０番か、 
知人などへ電話しましょう。防犯ブザーを携帯することも効果的です。 

 
【違反行為はやめましょう】 
■休暇中であっても違反行為は学校のルール違反になります。絶対にしないでください。 

 
【スクーリング終了後の学校利用について】 
■2010年12月23日（木）～2011年1月5日（水）と1月8日（土）～3月末日までの間で集中講座・

テスト・レポート提出や行事などがない日は、生徒の皆さんは学校に通学することはできません。 

■集中講座は事前の日程表、単位認定テスト、各学校行事などは学校通信で確認してください。 

■くらぶ・さーくる活動をする人は事前の活動計画に従ってください。証明書発行などで事務室に 

用事のある人、担任と相談する必要がある人は来校することができます。 

担任が不在のこともあるので、必ず事前に電話などで約束をとっておくようにしましょう。 

 

 

 
 
 
以上の3点を含む「学校生活上の決まり」が遵守できない場合は以下の順に従って、 
保護者同伴の上での厳重注意や、より強い処分を行います。 

 

すでに注意を受けている人は特に注意してください 

  ①担任注意→②担任注意→③保護者・本人呼び出し→④誓約書提出→⑤退学処分 
（保護者連絡）      

 
※①の「担任注意」を受けた人は、その後の宿泊を伴う講座は登録できません。 
※②の「担任注意」（保護者連絡）を受けた人は大学・短大・専門学校の指定校推薦を受けることは 
できません。 
※④の「誓約書提出｣では、本人・保護者を呼び出しのうえ必要な書面に署名をしてもらいます。 

生徒支援からのお知らせ 

 

賞罰規定 
『学務の手引きP.38』参照 
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【大学入試センター試験を受験するみなさんへ】 

■1月15日(土)・16日(日)に、大学入試センター試験(センターテスト)が実施されます。 
○届けられた受験票をよく確認しておいてください。 
○特に、試験会場については、その所在地等を確認の上、できるだけ下見をしておいてください。 
○万が一、受験票が届いていない場合は、至急、大学入試センターへ問い合わせてください。 
 大学入試センターTEL:03-3465-8600、月～金まで9：30～12：00、土は13：00～17：00  

  受験されるみなさんの健闘をお祈りしています。 
 ■本校の大学入試センター試験受験者は、受験科目の自己採点結果について、ベネッセコーポレー 
ションデータネット(自己採点集計会)に参加し、国公立大学二次または私立大学センター利用入試
の出願校選びの参考資料を作成します。 
■データネットでは、参加者の得点集計をもとに、センター試験受験者全体の平均点や得点分布を 
予想加味した上、志望校の合格可能性が判定されます。（判定・平均点・各自得点等が記載された 
成績表が作成されます。）また、合格可能性別に大学を検索することが可能です。 
これは、特に、個別試験が実施されない私立大学については、合否予測の大きな判断材料となり 
ます。  
■大学入試センター試験を受験するみなさんは、下記の要領を確認した上で、データネットに参加 
 してください。 
 
【大学入試センター試験実施に伴うスケジュールの確認】 

 

①大学入試センター試験受験：1月15日(土)・16日(日) 

試験時間中に解答を問題用紙に控える。 
・問題用紙は回収されません。解答を正確に控え、忘れずに、問題用紙を持ち帰ること。 
②自己採点：1月16日(日)または17日(月) 

   自己採点し各科目の得点を出す。 
・1月16日(日)および17日(月)の新聞(朝刊)に正解および配点が掲載されるので、これを確認の上、 
自己採点してください。 

・正解・配点は、インターネット(http://www.fine.ne.jp)でも確認できます。 
・自己採点では、各受験科目の得点(Ⅰ・Ⅱ、A・B等の区別注意、国語は現代文のみの得点も必要)
を算出してください。（全受験科目の合計点は不要） 

(例)リスニング：33 英語：101 数学ⅠA：73 数学ⅡB：48 国語ⅠⅡ：85(現代文：51) 
 
③自己採点結果および志望校を報告：1月17日(月)13：00～15：00まで 

採点結果及び志望校を上記期限に進学教育センターの宮下（２Ｆ）まで提出してください。 
 ・志望校は、6校(国公立は4校)まで登録できます。コード及び大学名等(学部・学科名、入試方式 
など)を正確に報告してください。大学コード表は、学校に取りに来てください。 

 
 

進路支援からのお知らせ 

化学ⅠB：52 生物ⅠB：67 現代社会：39 地理 A：91 

13 



 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 ④センター試験ガイダンス：1月21日(金)11:30～12:30 

・希望者は出席してください 
・センター利用私立大学については、終了後即時対応します。 
⑤個人成績表配布：1月21日(金)ガイダンス終了後より 
・判定・平均点・各自得点等が記載された成績表を配布します。 
1月21日(金)以降に高校に取りに来てください。 

⑥国公立大学希望者対象面接 

＊国公立面接希望者は、17日（月）の自己採点会時に面接台帳に記入の上、申し込んでください。 

①期間：1月21日（金）・25日（火） 

②時間：1人30分程度 

 

日  程 時  間 教  室 

1月21日（金） 16時～18時 

1月25日（火） 14時～17時 

 

 

  

  

【就職希望のみなさんへ】 

■2011年3月高校卒業予定者の就職採用選考が始まっています。 
  求人票をこまめに参照し、希望先があれば担任および進路支援まで申し出てください。 
■応募書類（履歴書・調査書・紹介状）は学校から郵送します。応募先が決まった人は調査書を 
申し込んで、履歴書（学校にある指定のもの）を作成してください。 
■12月1日（水）以降、会社が併願を認めている場合は1人2社までの応募が可能です。 
■合格した会社は辞退することができませんので、慎重に考えて応募してください。 
■最初の応募で決まらなくても、就職決定まで 
  求人票の閲覧→（応募前見学）→応募先の決定→履歴書作成・調査書申込→会社受験 

  という流れでねばり強く就職活動をしてください。 
■2月14日（月）頃に｢合同求人説明会｣が行われますので、その時点で就職が決まっていない人は 

ぜひ参加してください。(日時等詳しいことは、1月号｢学校通信｣で案内します) 

 

 

 

ＹＭＣＡ学院高校では、2010年1月中旬から約3ヶ月間、校舎東面を中心に『外壁補修工事』を行い

ました。現在、12月13日（月）から3月末の予定で、残りの西面を中心に『外壁補修工事』を行って

います。 

 生徒・保護者の皆さん、本校へお越しの皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力を 

お願いいたします。 

 

 

掲示します 
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＜外壁補修工事のお知らせ＞ 



 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
   

 

『しごと悩み相談室』を開いています。 

就職、進学に関わらず自分の将来のことについて何でもいいので「おしゃべり」できるところです。 
どんな話でも構いません。気楽な気持ちで来てください。 

（予約制） 

 

 対 象  生徒・保護者・卒業生 

 実施期間・担当  

（Ａ）期間 2010年5月～2011年３月 

日時 毎月第1・３月曜日 10時～13時 

担当 林田明子さん 

（大阪府若者サポートステーションカウンセラー） 

（Ｂ）期間 スクーリング期間 

日時 毎月第２・４水曜日 ９時30分～12時30分 

担当 槙邦彦さん 

（大阪府若者サポートステーションカウンセラー、本校非常勤教員） 

 場 所  本校カウンセリング・スペース（２階） 
 

＊ １人50分。一日３人の予約制です。 

＊ 予約は池本、鮫島までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しごと悩み相談室からのお知らせ 

やりたいことが決まらない！ 

どんなしごとが向いてるのか

な？ 

卒業後どうしよう… 

 

悩みは人それぞれですよね 

あまり堅苦しく考えずに  

一度来て話してみませんか

（＾◇＾） 

みなさんに会えるのを楽しみ

にしています 
 

 

1月の予定 

１７日（林田さん） 

ウエルカム！！ 
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今 月 の 聖 句  

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

私たちの救い主イエスさまはどこでお生まれになったのでしょうか。ローマ皇帝の命令

で住民登録を命ぜられ、人々は自分の出身地へ行って住民登録をしなければなりませんで

した。父となったヨセフの先祖はイスラエルの王であったダビデでありました。 

したがってダビデの町、ベツレヘムに向かって旅立ち、ベツレヘムに滞在しているとき

に、母マリアがイエスを出産したとルカは書いています。「宿屋には彼らの泊まる場所がな

かった」とあり、「布にくるんで飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝かせた」と書かれていることから、イエスは

馬小屋で生まれたと言われるようになりました。問題は、出産するマリアがまともに宿泊

できる場所を得られなかったということです。そして産まれた赤ちゃんのイエスが間に合

わせの布にくるまれて飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝かせられていたということをわたしはどう受けとめた

らよいのでしょうか。 

こんにち、イエスさまをお宿
やど

しする場所をどこに用意したらよろしいでしょうか。それ

とも関係ないと考えるでしょうか。 

天理教のある教会が沢山のベトナムの難民（多くの人々がカトリック教であった）を迎 

えてお世話をしたことがあったそうです。その天理教の教会が彼らのために神父さんを招

いてクリスマスを祝ったそうです。近くのキリスト教会がそのことを知らずに、天理教が

クリスマスを祝っていると言って冷笑したという話があります。あとで本当のことを知っ

たキリスト教会がとても恥ずかしい思いをしました。 

イエスさまをお宿
やど

しすることができるのは、今のわたしであることを心得
こころえ

たいものです。 

 

 
 

 

 

 

『マリアは月
つき

が満
み

ちて、初
はじ

めての子
こ

を 

産
う

み布
ぬの

にくるんで、飼
か

い葉
ば

桶
おけ

に寝
ね

かせた。 

宿屋
や ど や

には彼
かれ

らの泊
と

まる場所
ば し ょ

がなかった 

からである。』 
 

 
（ルカによる福音書

ふくいんしょ

 2章
しょう

6節
せつ

） 

南ＹＭＣＡ｢キリスト教｣委員会 

(日本キリスト教団 中谷 哲造牧師より) 


